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1) 神宗越項宋の第6代皇帝在位18竿1068年一85年(20才 38才)，年号は照寧と元豊の 2，




























3) 封禅は天子が特なう鼎。 卦は士を盛って壇を造り天を語ると t，禅は地を払句て山JI砕黒る
こと。後世ただ人主が国威を中外に誇示するためにとの儀式を行なうようになった。




























宋史巻次 貴貨 内 容 朱史巻IX 食貨 内 容
173 上 1 農田 179 下 1 会計
174 2 方田賦税 180 2 銭幣




塩下中 茶上177 5 183 5 





8) 穂積立雄「支那貨幣考」昭和19年， 3ペー ジ以後。
9) 司馬遷「史記J，30巻，平推書， 20ベ ジ刷






















10) 同土， 21ベジ。旺同「漢書J，:24巻下，食民主下 2-3ペー ジ。
11) 向上， 2書』元狩4年(BC119年)の条。
12) 穂積立排!前描書， 83ベ ジ。丘潜「大学術義輔J.27巻に「韓土弊在於偽y 甚之弊在掛多」
とある。
13) 車耐等 rl日唐書J，48巻i 食費志， 3ベー ジ。武徳4年(621年〕の品。
14) 向上I 乾封元年(666年)の来。
15)捕積立雄前掲書通貨調節考 167-241ベジ。 l日唐書食貨志にみゆる通貨調節策 2悶 25
ベジ。
16) 東史 180巻，食宜下E 鵠幣， 8ペー ジ。




年 号 I ;m}!(o"l'ilj I年間鋳造額暦 通貨の呼称 銅銭|鉄銭
太祖 初 年 96C一 宋通元宝 万貫 万賞
太宗 太平興国 976-83 太平通宝 301) 
淳 イ七 990-4 淳f七元宝匂
至 道 995ー 7 至道元宝 80 
真宗 成 平 998-10日3 成平元宝
景 徳 1004-7 183 
天 稿 1017-21 天稽通宝 1053) 21 
仁宗 明 道 明道元宝
宝 ヌロ 1038-9 皐宋通宝
慶 暦 1041-8 慶暦重宝
皇 祐 1049-53 皇祐元主 146 27 
嘉 祐 1057-63 嘉拡元宝
英宗 治 平 1064-7 治平元宝 170 3 












これを阻止している。 しかし， その後， 京西・准南・両街・江西・荊湖の 5
































25) 前掲別表「北宋期における錆貨措特状記」によってみるに平年度概ね 100ー 180万帽の発行量
とみられる。使。て350万 450方 500方 U、う数字存3-5僚とみた内
26) 越匡胤 宋の太祖，開国の帝。世家郡のム。周の禅壱受けて帝位につき，宗一慌の基を築く。
在位 17 年 960~75 年ロ年号は 3 建隆・乾徳開まの宋見 1-3巻自
27) 宋史，金貨志j 鋭幣. 1ベー ジ。
28) 趨匡瞳需の第2代、皇帝。太相の弟 J 創業壱輔けて功あり。 在位22年 976-97年年号5
太平興国薙照端扶淳化至遁j 宋丸 4-5巻。























30) 宋史j 食貨志，銭幣， 3-4ベー ジ。
31) 同よ， .ベジ。
32) 同上， 6ベジ 0
33) 同よ， 7ベク。
34) 南京の入。進士ロ官は参知政事ー 陳州の景官ロ宋史.318巻。
35) 束史!食貨志錨幣， 10ペー ジ。
なお，宋史には殆んど記録されていないけれども，宋銭が目本へ相当多量に持ち込まれたこと
は有名である。堀江保主義「目木経済史」昭和国年10月， 86， 11'7， 118各ヘ ジ毒照内
36) 銭の木足に苦しみ悩む状を，荒年凱暗における穀物の欠乏にたとえて言うロ
穂積立雄「支那貨幣考J70， 99， 126， 171， 269， 270各へ ジ審照。



























40) 宋史.1田巻，食貨志j 下. 2.銭幣.11へージロ
41)交易売買その他商事に用いる証券e













らず」とし寸。未だ幾ばくならずして，ついに罷む。 5年 (1072年)交子 22
界，まさに易えんとす。しかるに， 後界給用すでに多し。詔して更に 25界

















例)把些零時艶向宜了(!)，衣服栢軟韓両(2 ) ー百両花銀(2 )，十両組子(2 )。ー 錠
十両晶子(3 )，由掛(4)，大器(26)，絞組(103)，白金(101)
三十両金子(5)，ー 百両黄金(21)，両錠蒜条金重三十両(56) 盤ー金量(59)。
























43) 宋史， 14巷z押宗本紀一，8ベ ジロ


























(6) 同上 114告 I 貴貨志上 2 万回賦税， 1へ←ジ。
4?) 同よ 176巻j 貴貨志 上 4 常平義倉， 18-20ベー ジ。なお，大宋宜来日遣事によれば，貸




































49) 宋史， 17'1巻，堂氏志，上， 5，役法J 上， 1-6ページ。
50) 拙稿， ，散不足」と「果不足J1， ，経済論叢」第.6巻鎗5号a 昭和田年日月， 72へ ジ審問。


























53) 宋史.186巷，食貨志j 下， 8，均輸 16-17ヘジ。
5.) これを抑配とし寸。果史 15巻 神宗本来E照寧3年の条仁「詔輯路散青苗輯禁抑阻Jとある n
55) 宋史， 336巻j 司馬並列伝， 10へー ジ。
56) 注36)審照。なお 司馬光列伝"も「光目東南鵠荒而杭米膿毘J"ある。





























60) 向上， 167~ ジ。





















































64) 佐伯富「主安石」昭和16年， 153， 154， 156ベージ。





















































66) 王宮右撰「即1先生文集J39告 書疏，土七宗皇帝言事書，中華書局 1959年眠 417ページe
